
○
事
前
準
備

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
、Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
申

し
込
み
を
す
る
。（
受
付
後
、２
週
間
程
度

で
Ｉ
Ｄ
・パ
ス
ワ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
ま
す
）

○
対
象
者

　

基
礎
年
金
番
号
を
お
持
ち
い
た
だ
い

て
い
る
全
被
保
険
者
の
方（
た
だ
し
、年

金
の
請
求
手
続
き
を
さ
れ
た
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）　

○
提
供
情
報
の
主
な
内
容

･
本
人
情
報（
氏
名
、基
礎
年
金
番
号
、

　

生
年
月
日
、性
別
な
ど
）

･
加
入
制
度

･
事
業
所
名
称
、船
舶
所
有
者
名
称

･
資
格
取
得
、喪
失
年
月
日
、加
入
月
数

･
国
民
年
金
の
納
付
済
月
数
、免
除
月

　

数
、学
生
納
付
特
例
月
数

･
厚
生
年
金
保
険
、船
員
保
険
の
加
入

　

月
数
・
期
間

･
共
済
組
合
等
加
入
月
数

･
そ
の
他（
標
準
報
酬
月
額
、賞
与
額
な
ど
）

○
利
用
方
法

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、社
会
保
険
庁
か

ら
郵
送
さ
れ
て
き
た「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
」及
び
発
行
申
込
時
に
お
客
様
が
設

定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
り
ロ
グ
イ
ン

し
、い
つ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

（
お
客
様
の
加
入
記
録
等
の
情
報
の
更

新
は
、１
か
月
に
１
回
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。）

【
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
　

h
ttp://

w
w
w.

sia.

go.

jp/

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

　

☎
23‐

３
６
６
６

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
津
原
）

☎
32‐

６
７
０
３

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

             
年
金
個
人
情
報
が
調
べ
ら
れ
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

             
年
金
個
人
情
報
が
調
べ
ら
れ
ま
す

ご
自
分
の
年
金
加
入
記
録
が
い
つ
で
も
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
を

通
じ
�
ご
覧
に
な
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�
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町
で
は
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
低

公
害
車
の
購
入
に
対
し
て
次
の
と
お
り

補
助
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
低
公
害

車
を
新
車
購
入
し
た
個
人
・
事
業
者
で
、

車
検
証
の
登
録
日
前
１
年
以
上
の
間
町

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
ま
た
は
車
検

証
の
登
録
日
前
１
年
以
上
引
き
続
き
町

内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
事
業
者
で
、
町

税
等
に
滞
納
の
な
い
方
・
事
業
者

●
対
象
と
な
る
車
種

・
電
気
自
動
車

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動
車

・
天
然
ガ
ス
自
動
車

●
補
助
金
の
額

　
「
福
井
県
低
公
害
車
導
入
促
進
事
業
補

助
金
交
付
要
領
」
に
定
め
る
「
補
助
対

象
限
度
額
を
算
定
す
る
た
め
の
基
準
額
」

欄
に
掲
げ
る
金
額
の
１
／
４
（
限
度
額

12
万
円
）
以
内
の
額

●
補
助
台
数

　

１
個
人
ま
た
は
１
事
業
者
に
つ
い
て

１
年
度
当
た
り
１
台
を
限
度
と
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
片
山
）

☎
32
‐
６
７
０
３

低
公
害
車
購
入
の
補
助

 

レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

「
内
臓
脂
肪
」
と
は
？

　

肥
満
は
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
動
脈
硬
化
な
ど
生
活
習
慣
病
の
発
症

に
つ
な
が
り
ま
す
。
肥
満
に
は
、
皮
膚
の

下
に
脂
肪
の
貯
ま
る
「
皮
下
脂
肪
型
肥
満
」

と
、
腹
腔
内
に
脂
肪
が
貯
ま
る
「
内
臓
脂

肪
型
肥
満
」
が
あ
り
、
特
に
内
臓
脂
肪
型

肥
満
が
生
活
習
慣
病
と
密
接
な
関
係
に
あ

り
ま
す
。

　

肥
満
を
判
定
す
る
方
法
と
し
て
は
、

体
重(

㎏)

を
身
長(

ｍ)

の
２
乗
で
割
っ

て
算
出
す
る
『
B
M
I
』（
25
以
上
が
肥

満
）
や
、
体
脂
肪
計
で
測
定
す
る
『
体

脂
肪
率
』（
目
安
と
し
て
男
性
20
％
以
上
、

女
性
25
％
以
上
が
肥
満
）
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
皮
下
脂
肪
型
か
内

臓
脂
肪
型
か
を
判
別
す
る
指
標
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
判
別
す
る
た
め
に
、
C
T
装
置

で
お
へ
そ
の
あ
た
り
の
断
面
像
を
撮
影
し

て
、
内
臓
脂
肪
の
面
積
を
測
定
す
る
方
法

を
用
い
ま
す
。
男
性
１
０
０
㎠
以
上
、
女

性
90
㎠
以
上
の
場
合
、「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」

と
な
り
ま
す
。
太
っ
て
い
な
い
の
に
体
脂

肪
率
が
高
い
、
い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
肥
満
」

は
、
こ
の
C
T
検
査
で
明
ら
か
に
で
き

ま
す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
方
は
、
早
急

に
内
科
医
師
の
診
察
を
受
け
、
生
活
習
慣

病
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
で
は
、
内
臓

脂
肪
を
測
定
す
る
C
T
検
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
病
院
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

　
　

☎
45
‐ 

１
１
３
１

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
大
気
中
の

窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
等
が
、
太
陽

光
線
中
の
紫
外
線
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
二
次
的
に
新
た
な
汚
染
物
質
を
多
量

に
発
生
さ
せ
霧
状
に
な
る
現
象
で
す
。

　

発
生
す
る
と
「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、

の
ど
が
痛
む
、
胸
が
苦
し
く
な
る
」
等

の
症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
〜
７
月
は
、
大
気
の
状
態
に
よ

り
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
基
準
値
を
超
え
る
と
注
意

報
を
発
令
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
町
が

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
音
声
告
知
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
片
山
）

☎
32
‐
６
７
０
３
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　平成 16年に消防法が改正され、すべての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられました。
　新築住宅は、平成 18年 6月 1日以降に着工する住宅が設置対象となり、既存住宅は平成 23年 6月 1日
までに設置しなければなりません。

※お問い合わせ先　美浜消防署　☎32‐1420　 ホームページ http://fire119.ton21.ne.jp/

　今回の設置義務化により、悪質な業者による訪問販売等に注意が必要です。
　消防署などの公的機関の関係者を装って訪問し、売りつける場合などが想定されますが、
公的機関の関係者が一般住宅を訪問し、住宅用火災警報器を販売することはありません。
　また、「今だけ」「あなただけ」などと契約を急がせる業者には注意してください。

新築住宅は平成18年 6月 1日から、既存住宅は平成23年 6月 1日までに設置
すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が必要になりますすべての住宅に住宅用火災警報器の設置が必要になります

注
意
！

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
第
四
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
」

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
交
流
人
口
の
拡

大
」
を
推
進
す
る
た
め
、
４
月
、
商
工

観
光
課
内
に
交
流
推
進
室
を
設
置
し
ま

し
た
。
交
流
推
進
室
で
は
、
自
然
・
観
光
・

伝
統
・
文
化
・
食
な
ど
を
継
承
し
糧
と

し
て
き
た
人
々
を
地
域
資
源
と
し
、
多

彩
な
交
流
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

は
あ
と
ふ
る
体
験
受
入
れ
ス
タ
ー
ト

　

は
あ
と
ふ
る
体
験
と
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
と
町
が
一
致
団
結
し
、
町
の
豊
か

な
自
然
、
自
分
た
ち
が
培
っ
て
き
た
技

や
文
化
を
都
会
か
ら
訪
れ
た
お
客
様
に

理
解
し
て
い
た
だ
き
、「
小
さ
な
町
で

大
き
な
感
動
」
を
感
じ
て
も
ら
い
、
再

び
訪
れ
て
交
流
を
深
め
て
い
く
体
験
型

観
光
で
す
。

　

い
よ
い
よ
５
月
か
ら
本
格
的
に
「
は

あ
と
ふ
る
体
験
」
の
お
客
様
の
受
け
入
れ

が
始
ま
り
、
現
在
、
昨
年
の
８
倍
の

１
，
９
０
０
人
の
お
客
様
に
予
約
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

予
想
を
上
回
る
予
約
数
で
す
が
、
心

の
こ
も
っ
た
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
で
、

お
客
様
と
本
物
の
体
験
を
共
有
し
、
心
温

ま
る
交
流
と
感
動
を
提
供
し
て
お
互
い

に
成
長
で
き
る
事
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
指
と
〜
ま
れ
！
会
員
募
集
！

　

若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
推
進
協

議
会
で
は
、「
大
好
き
美
浜
」
の
実
現
に

向
け
て
、
意
の
あ
る
仲
間
が
集
い
、
知

恵
を
出
し
合
い
地
域
資
源
で
あ
る
「
人

と
自
然
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
し
た
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
美
浜
を
訪
れ
る
人
々
に
対

し
、「
自
分
に
も
何
か
で
き
そ
う
だ
！
」

ま
た
、
美
浜
を
再
度
訪
れ
た
い
と
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
宿
泊
施
設
、
食
事
・

お
土
産
施
設
な
ど
で
関
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
方
、
一
緒
に
新
た
な
可

能
性
に
か
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

　

興
味
は
あ
る
け
れ
ど
「
初
め
て
会
っ

た
人
と
し
ゃ
べ
れ
ん
わ
…
」
と
か
「
何

を
話
し
て
い
い
か
…
」
な
ど
迷
っ
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご

心
配
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
お
客
様
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
会
等

を
計
画
し
て
い
ま
す
。「
自
分
に
も
何
か

で
き
そ
う
だ
！
」
と
思
わ
れ
た
方
は
ぜ

ひ
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

交
流
推
進
室
だ
よ
り

交
流
推
進
室
だ
よ
り

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課　

交
流
推
進
室

　

若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験

推
進
協
議
会
事
務
局

☎
32
‐
６
７
０
５

第13回 美浜町文化協会展
　日頃の活動を知ってもらいたいとの思いから
はじまった「美浜町文化協会展」も、皆さんの
おかげで13年目を迎えました。会員の活動の成
果をぜひご覧ください。

日時：6月26日（月）～9月29日（金）
　　     午前 8時 30分～午後 5時
会場：町役場 1階　町民プラザ

内　容 会　期 グループ名

絵のある川柳作品展 6月26日～7月 7 日 美浜川柳「虹」の会

水墨画展 7月10日～7月21日 でんでん虫クラブ

初夏吟行展 7月24日～8月 4 日 美浜町俳句協会

絵画造形展 8月 7 日～8月18日 絵画サークルかわせみ
押し花を生かした
立体表現 8月21日～9月 1 日 美浜町押し花サークル

陶芸作品展 9月 4 日～9月15日 陶芸サークル花

写  真  展 9月18日～9月29日 五人の会

※お問い合わせ先　町教育委員会事務局（担当・関口）　☎32‐6709

天井取り付け式警報器

※土日及び祝日の場合は、庁舎東側の通用口を
　ご利用の上、日直までお申し出ください。
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美
浜
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

町
で
は
美
浜
の
新
し
い
魅
力
、
忘
れ

か
け
て
い
た
魅
力
を
再
発
見
し
、
町
内

外
へ
美
浜
の
魅
力
を
発
信
し
、
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
を
目
的
に
第
14
回
美
浜
町
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　

美
浜
町
の
風
景
〜
み
は
ま
の
四
季
〜

　
（
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
町
内
の
風
景
で

　

 

あ
れ
ば
ど
ん
な
も
の
で
も
可
）

●
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
サ
イ
ズ
等

　

４
ツ
切
（
４
Ａ
）
以
上

　
（
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
に
限
る
）

●
審
査
方
法

　

町
が
委
嘱
し
た
審
査
員
に
よ
る
審
査

●
賞

・
最
優
秀
賞　

１
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
５
万
円

・
優
秀
賞　
　

２
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
３
万
円

・
入
選　
　
　

３
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
１
万
円

・
特
別
賞　
　

数
点

・
参
加
賞　
　

美
浜
町
の
特
産
品

　
（
１
人
１
点
、
同
一
世
帯
内
１
人
に

　

 

限
り
ま
す
）

●
応
募
規
定

・
１
人
３
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

・
入
賞
は
、
原
則
と
し
て
1
人
１
賞
と

　

し
ま
す
。

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
締
切
日

　

よ
り
過
去
１
年
以
内
に
撮
影
し
た
も

　

の
に
限
り
ま
す
。

　
（
組
写
真
・
デ
ー
タ
加
工
不
可
）

・
作
品
の
裏
面
に
、
応
募
票
（
タ
イ
ト

　

ル
・
撮
影
日
・
撮
影
場
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
を

　

記
入
）
を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・
入
賞
作
品
の
使
用
権
は
、
美
浜
町
に

　

帰
属
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
ネ
ガ
・
ポ
ジ
・

　

デ
ー
タ
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

・
入
賞
作
品
お
よ
び
応
募
作
品
は
返
却

　

い
た
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
締
切

　

平
成
19
年
１
月
31
日
（
水
）
必
着

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

町
企
画
課
（
担
当
・
田
辺
）

☎
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‐
６
７
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美浜町住民活動災害補償制度美浜町住民活動災害補償制度
【傷害補償】
　管理者側の賠償責任の有無に関わらず、住民活動参

加者が活動中に発生した事故により死亡やケガをした

場合に補償されます。

・死亡補償金　300万円

・後遺障害補償金　9～300万円

・入院補償金　日額3,000円（180日を限度とする）

・通院補償金　日額2,000円  （90日を限度とする）

　　　　　（入院・通院併せて180日を限度とする）

【賠償責任補償】
　住民団体等の指導者が、活動中に管理監督者等の過失

により、参加者や第三者が負傷した場合や財物に損害を

与え、法律上の損害賠償を負った場合などが対象です。

補償される金額〈てん補限度額〉　〈免責額〉

【身体】1人　　　6,000万円　　　5,000円

　　　　1事故　　　　 2億円　     5,000円

【財物】1事故　　　100万円     　5,000円

※お問い合わせ先　町住民生活課（担当・津原）
　　　　　　　　　　　　　☎３２－６７０３

●住民活動災害補償制度とは…
　区や子ども会、老人クラブなどの各種の住民団体
が行う住民活動中に、偶然起こった事故により参加
者がケガをしたり、死亡した場合や、ボランティア
で活動している指導者が法律上の賠償責任を被った
損害を補償する制度です。
●対象となる住民団体は…
　活動拠点を町内に置き、かつ５人以上の町民で組
織されている団体です。また、当該団体において全
体の７割以上を町民が占める場合には町外の方も対
象となります。
●対象となる住民活動は…
　住民団体が無報酬で行う社会福祉活動や文化・ス
ポーツ等のボランティア活動です。
●補償金の請求の手続きは…
　事故等が発生した場合、事故の報告、補償金請求
書類の提出などの手続きを、住民団体の責任者が
行ってください。
　住民活動災害補償制度を適用する場合は、事前に
団体登録が必要となります。

町が加入し、町民みなさんが
　　　　　　利用できる制度です！
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町
で
は
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
海
外
研
修

事
業
の
参
加
者
に
対
し
て
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
海
外
に
お
け
る
都
市
と

農
村
と
の
交
流
事
例
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
研
修
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
時
期　

10
月
（
８
日
間
）

　

９
月
に
事
前
研
修
（
２
日
間
）、
１
月

に
事
後
研
修
（
１
日
間
）
が
東
京
で
行

わ
れ
ま
す
。

●
研
修
地　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

●
募
集
人
員　

１
人

●
参
加
資
格

・
町
内
在
住
で
20
歳
以
上
〜
50
歳
以
下

　

の
方
（
平
成
18
年
9
月
30
日
時
点
）

・
申
込
時
に
お
い
て
、
町
税
等
に
滞
納

　

が
な
い
方

・
過
去
に
町
が
実
施
し
た
海
外
研
修
事

　

業
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方

・
事
前
・
事
後
研
修
に
参
加
で
き
る
方

・
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
な
方

　

以
上
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

●
参
加
負
担
金

　

10
万
円
（
旅
券
申
請
費
用
は
除
く
）

　

事
前
・
事
後
研
修
に
別
途
参
加
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
と
参
加
理
由
、
研
修

目
的
、
研
修
成
果
の
活
か
し
方
な
ど
を

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
に
記
入
し

て
町
企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

国
内
研
修
参
加
者

　

町
で
は
、
町
内
の
人
材
育
成
の
一
環

と
し
て
国
内
研
修
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

次
の
研
修
の
参
加
者
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　

５
人
（
合
計
人
数
）

●
参
加
資
格

・
町
内
在
住
の
方

・
申
込
時
に
お
い
て
、
町
税
等
に
滞
納

　

が
な
い
方

・
過
去
3
年
間
に
町
が
実
施
し
た
国
内

　

研
修
事
業
に
参
加
し
て
い
な
い
方

　

以
上
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

●
助
成
内
容

　

左
記
の
負
担
金
額
の
１
／
２
お
よ
び

旅
費
の
３
／
４
を
助
成
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

希
望
す
る
テ
ー
マ
・
研
修
の
ナ
ン

バ
ー
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
町

企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

　

６
月
15
日
（
木
）

●
注
意
点

　

人
数
に
制
限
が
あ
り
、
希
望
さ
れ
て

も
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

町
企
画
課
（
担
当
・
田
辺
）
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税
務
職
員

　

金
沢
国
税
局
で
は
平
成
19
年
4
月
採

用
の
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
受
付
期
間　

　

６
月
20
日
（
火
）
〜
６
月
27
日
（
火
）

●
試
験
日　

１
次
試
験 

９
月
３
日
（
日
）

●
試
験
種
目　

教
養
・
適
正
・
作
文
試
験

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

敦
賀
税
務
署　

総
務
課☎22

‐
９
２
６
５

No テーマ 時　期 日数 負担金(円) 場　所

1 コミュニケーション能力開発講座 H18.  6 2 13,000 東京都

2 ファシリテーター養成講座 H18. 10 2 13,000 東京都

3 企画立案能力開発実践講座 H18.  9 2 13,000 東京都

4 循環型社会の形成 H18.  8 2 10,000 東京都

5 少子高齢化社会における
地域経営策を学ぶ H18.  6 2 10,000 東京都

6 住民と行政が一体となった
福祉のあり方を考える H18. 10 2 10,000 東京都

7 ＮＰＯとの協働、
コミュニティ・ビジネスの活用 H18.  8 2 10,000 東京都

8 ワークショップを活用した
まちづくりの進め方 H18.11 2 10,000 東京都

9 人に優しいまちづくり
（防犯コミュニティの創生） H19.  1 2 10,000 東京都

10 農山漁村の女性パワーによる
起業を考える H18.  8 2 10,000 東京都

11 ツーリズムによる
地域活性化事例を学ぶ H18.  7 2 10,000 東京都

12 ツーリズム実践講座（先進地に学ぶ） H18.10 3 15,000 先進地
（未定）

13 農業の活性化方策を考える H18.12 2 10,000 東京都

14 水産業の活性化方策を考える H19.  1 2 15,000 先進地
（未定）

15 地域産業活性化のノウハウを学ぶ H18.  6 2 10,000 東京都

16 中心市街地活性化対策を考える H18.  9 2 10,000 東京都

17 地域資源を活かした
観光振興の進め方 H19.  2 3 15,000 先進地

（未定）

18 地域特性を活かした特産品の
開発・改良を考える（東京） H18.11 2 15,000 東京都

19 地域特性を活かした特産品の
開発・改良を考える（地方） H19.  1 2 15,000 先進地

（未定）

【平成18年度国内研修一覧】

●
選
考
方
法

　

提
出
資
料
を
も
と
に
面
接
を
行
い
、

選
考
し
ま
す
。
面
接
の
結
果
に
よ
っ
て

は
該
当
者
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切

　

６
月
15
日
（
木
）

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

町
企
画
課
（
担
当
・
田
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
１

海
外
研
修
参
加
者


